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大
学
へ
の
道
程

　

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
二
月
、
新
聞
研
究
科
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
研
究
科
は
、
本
学
卒
業
生
お
よ
び
同
等
学
校
卒
業
生

に
新
聞
事
業
関
係
の
特
殊
技
能
・
知
識
を
教
授
す
る
定
員
三
〇
人

の
課
程
で
、
修
業
後
は
各
新
聞
社
へ
の
就
職
が
保
証
さ
れ
て
い

た
。

　

当
時
、
専
門
学
校
令
に
準
拠
し
て
い
た
本
学
は
、
学
科
課
程
を

大
学
本
科
・
予
科
お
よ
び
専
門
科
に
区
分
し
、
さ
ら
に
、
在
学
生

を
教
育
対
象
と
す
る
実
習
科
や
卒
業
生
を
対
象
と
す
る
研
究
科
等

の
課
程
を
付
設
し
て
い
た
。
新
聞
研
究
科
は
、
こ
の
研
究
科
の
一

つ
と
し
て
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

新
聞
研
究
科
の
設
置
は
、
〇
九
年
十
一
月
本
学
出
身
の
新
聞
記

者
た
ち
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
同
年
十
二
月
七
日
の
臨
時
社
員
総

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
年
一
月
十

日
と
二
十
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
、
同
月

二
十
八
日
に
は
講
師
の
打
合
会
が
開
催
さ
れ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

定
め
ら
れ
た
。

　

本
学
の
前
身
校
で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
や
東
京
法
学
院
を
卒

業
し
た
稲
田
周
之
助
（
日
報
）・
小
野
瀬
不ふ

二じ

人と

（
二
六
新
報
）・

工
藤
武
重
（
毎
日
電
報
）・
渋
川
玄げ
ん

耳じ

（
朝
日
）・
杉
村
楚そ

人じ
ん

冠か
ん

（
朝
日
）
ほ
か
の
新
聞
記
者
が
、
推
進
勢
力
の
中
心
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
言
論
界
を
志
望
す
る
新
卒
者
へ
の
事
前
教
育
の
必
要
性

を
強
調
し
、
菊
池
武
夫
学
長
・
奥
田
義
人
・
三
宅
碩せ
き

夫お

・
佐
藤
正

之
ほ
か
の
本
学
関
係
者
と
協
力
し
て
新
聞
研
究
科
設
置
に
尽
力
し

た
の
で
あ
る
。

　

新
聞
研
究
科
始
業
式
は
、
一
〇
年
二
月
一
日
に
挙
行
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
菊
池
学
長
に
代
わ
っ
て
挨
拶
に
立
っ
た
奥
田
義
人
は
、

同
研
究
科
設
置
の
由
来
に
触
れ
た
後
、
そ
の
性
格
を
「
目
的
と
す

る
所
は
専
ら
斯し
ぎ
ょ
う業

の
実
際
的
方
面
の
取
調
へ
に
在
り
」
と
位
置
づ

け
た
。
新
聞
研
究
科
は
、
新
聞
事
業
に
関
す
る
実
務
型
の
予
備
教

育
課
程
と
し
て
開
講
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
中
央
大
学
七
十
年
史
』
は
、
新
聞
研
究
科
を
「
本

邦
嚆こ
う

矢し

の
新
聞
学
科
」
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、
早
稲
田
大
学
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新
聞
研
究
科
の
設
置

が
す
で
に
〇
九
年
九
月
に
は
新
聞
研
究
科
を
開
設
し
て
い
る
。
早

稲
田
大
学
と
言
論
界
と
の
関
係
は
深
く
、
〇
六
年
段
階
に
お
け
る

同
大
学
出
身
の
新
聞
・
雑
誌
記
者
は
、
東
京
府
下
の
有
力
二
〇
余

社
中
一
五
〇
人
余
を
数
え
る
ほ
ど
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。

　

し
か
も
、
こ
の
年
に
は
早
稲
田
大
学
の
在
学
生
が
発
起
人
と
な

り
、
学
校
が
正
式
に
後
援
す
る
「
早
稲
田
新
聞
研
究
会
」
が
発
足

し
、
さ
ら
に
翌
〇
七
年
に
は
、
報
知
新
聞
社
の
協
力
を
得
て
『
早

稲
田
新
聞
』
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
聞
研
究
科
は
、

同
校
言
論
教
育
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

早
稲
田
大
学
新
聞
研
究
科
は
、
同
校
の
政
治
経
済
学
科
（
専
門

部
を
含
む
）
と
文
学
科
の
第
三
学
年
在
学
生
中
か
ら
、
志
望
者
各

一
〇
人
ず
つ
を
選
抜
す
る
実
務
型
の
学
科
で
あ
る
。
学
科
の
性
格

と
し
て
は
、
本
学
の
新
聞
研
究
科
も
全
く
同
様
で
あ
っ
た
。
両
者

の
相
違
点
は
、
第
一
に
教
育
対
象
を
在
学
生
に
限
定
す
る
か
卒
業

生
・
一
般
に
拡
大
す
る
か
と
い
う
点
、
第
二
に
修
業
後
の
就
職
を

保
証
す
る
か
否
か
と
い
う
点
、
の
二
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
二
点
が
後
発
で
あ
る
本
学
新
聞
研
究
科

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
同
科
は
、
一
〇
年
十
一
月
に
七
人
の
卒
業
生
を
出
し
た
後
、

学
生
募
集
に
失
敗
し
た
ら
し
く
、
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

結
果
か
ら
推
定
す
る
と
、
新
聞
研
究
科
へ
の
再
入
学
に
と
も
な

う
修
業
年
限
の
延
長
が
一
般
に
敬
遠
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

し
、
ま
た
本
学
で
学
ん
だ
卒
業
生
に
と
っ
て
言
論
界
は
魅
力
あ
る

職
場
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
う
か
が
え
る
。

　

と
も
あ
れ
、
明
治
後
期
と
い
う
時
期
は
、「
学
制
」
以
来
の
学

校
制
度
や
資
格
制
度
の
整
備
に
対
応
し
て
、
官
界
に
お
け
る
帝
国

大
学
、
実
業
界
に
お
け
る
慶
応
義
塾
、
言
論
界
に
お
け
る
早
稲
田

大
学
と
い
っ
た
学
校
の
「
カ
ラ
ー
」
が
形
成
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
新
聞
研
究
科
閉
鎖
後
の
本
学
は
、「
法

曹
界
に
お
け
る
中
央
大
学
」へ
の
傾
斜
を
一
層
強
め
る
の
で
あ
っ
た
。

『
法
学
新
報
』
掲
載
の
新
聞
研
究
科
始
業
式
記
事


